
江南区 亀田東小学校区コミュニティ協議会

活動名：亀田東小学校区合同防災訓練 

活 動 内 容 

Q 活動のきっかけとなった地域の課題は何ですか？ 

Q 課題解決に向けて，どのような活動を行いましたか？ 

Q コミュニティ協議会の構成団体以外で連携・協力した団体等はありますか？ 

当地区では従来、自主防災組織又は自治・町内会単独による防災訓練が実施されてきた。災害時の

避難所（亀田東小学校）の利用や自主防災組織等の枠を超えた地域連携の観点から、亀田東小学校、

自主防災組織等（１８団体）、関係機関による合同防災訓練の実施が長年の課題であった。

粟島沖を震源とする震度６強の地震を想定した訓練 

・参加者から安否確認のための「黄色いハンカチ」を各家庭に掲げてもらった。 

・避難訓練 一時避難→二次避難 

・初期消火訓練、応急手当訓練、煙体験訓練、起震車体験訓練、車椅子操作訓練、炊出し訓練など

亀田東小学校、亀田中学校、江南警察署、江南区社会福祉協議会、江南区役所、江南警察署

実 績・効 果 

Q 活動によって，どのような効果がありましたか？ 

Q 今後，どのように活動を展開していきますか？ 

Q 活動を行う段階で，工夫した点や苦労した点はどんなところですか？ 

・安否確認のための「黄色いハンカチ」を掲げることで、一体感の醸成を図った。 

・実行委員会を立ち上げ、訓練内容の検討、日程調整を入念に行った。

・訓練を契機に住民同士が顔見知りになり、共助の意識が芽生えた。 

・自主防災組織未結成の地域では結成の機運が生まれた。

・今回の反省点を生かし、概ね３年に１回程度、合同防災訓練を実施する予定。





江南区 曽野木地区コミュニティ協議会

活動名：曽野木地区防災講演会 

活 動 内 容 

Q 活動のきっかけとなった地域の課題は何ですか？ 

Q 課題解決に向けて，どのような活動を行いましたか？ 

Q コミュニティ協議会の構成団体以外で連携・協力した団体等はありますか？ 

各地で発生している、相次ぐ異常気象と豪雨災害及び当地区に発生した過去の大水害（曽川切れ）

から１００年目を契機に、改めて水害の恐ろしさを認識するとともに災害時に身を守る対策等の必要

性から。

信濃川下流域の現状と水害から身を守る対策などについて講演会等を開催。 

・「国土交通省信濃川下流河川事務所」による講演 

・曽川切れなど過去の大水害時のパネル写真展示。

国土交通省信濃川下流河川事務所、江南区役所、曽野木中学校

実 績・効 果 

Q 活動によって，どのような効果がありましたか？ 

Q 今後，どのように活動を展開していきますか？ 

Q 活動を行う段階で，工夫した点や苦労した点はどんなところですか？ 

いかに多くの住民に参加してもらうための広報活動。 

・自治会回覧板のほか、曽野木中学校運動会でのチラシ配布（父兄等へ）や講演会当日、広報車での周

知を実施 

曽川切れ大水害から100年の節目の開催ということもあり、防災意識向上に繋がった。

来年度はより防災意識の向上に向け、曽野木地区全体での防災訓練を計画。





江南区 曽野木地区コミュニティ協議会

活動名：曽野木地区あいさつ運動 

活 動 内 容 

Q 活動のきっかけとなった地域の課題は何ですか？ 

Q 課題解決に向けて，どのような活動を行いましたか？ 

Q コミュニティ協議会の構成団体以外で連携・協力した団体等はありますか？ 

「子どもたちの“あいさつ”が良くなったね」などの声も聞こえるものの、高学年や大人の中には

“あいさつ”しても返事が返ってこないという声もあります。 

このような中、基本的な生活慣習である「あいさつ」を地域全体へ広げる必要性から。

①「あいさつ運動」を地域全体で展開する観点から、生徒及び地域住民から標語の募集。 

～ポスターの作成 

②その標語をベースに曽野木地区あいさつ運動を展開。 

（のぼり旗の作成、各校校門前でのあいさつ運動等）

曽野木小学校、東曽野木小学校、曽野木中学校

実 績・効 果 

Q 活動によって，どのような効果がありましたか？ 

Q 今後，どのように活動を展開していきますか？ 

Q 活動を行う段階で，工夫した点や苦労した点はどんなところですか？ 

標語募集（小学校、中学校、地域住民ごとに）を行ったものの期日内での応募が少なく 

結果的に募集期間を延期せざるを得なかった。

「あいさつ運動」を通して、より良い人・家庭・地域をつくり、その中で健全な子どもの育成が図

れた。また、地域と学校との連携強化が図れた。 

あいさつ運動の定着及び幅広い住民参加。




